
日本とドイツがそれぞれ強みを有する水素関連分

野における最新の政策動向やプロジェクト、企業

の取組を共有するとともに、関西とドイツ間の将

来的なビジネス連携の可能性を探ることを目的と

して、本シンポジウムを開催しました。

・・・・・・・・・・
概要
・・・・・・・・・・

本シンポジウムでは、ドイツの支援機関や企業に加え、関西圏

の水素関連企業等が登壇し、それぞれの水素に関する最新の

取組状況や国際連携に向けた考え方について紹介しました。

講演では、今後の日独連携を進める上での具体的な展望や、

水素分野における各国の強みなど、様々な情報共有が行われ、

参加者の理解促進につながりました。また、全ての講演終了

後には名刺交換会・ネットワーキングの時間を設け、登壇者と

参加者、参加者同士の間で活発な意見交換が行われました。

これにより、今後の連携機会の創出や新たなビジネス関係構

築に向けた有意義な交流の場となりました。

本日はありがとうございました。とて
も有意義な時間でした。引き続き、海
外の産業・企業に関する情報提供・海
外の産業を取り巻く法規制等の情報
提供をお願いします。

・・・・・・・・・・
結果

・・・・・・・・・・

日独水素

シンポジウム

2026

開催目的

ネットワーキング

講演（GTAI）

・・・・・・・・・・
当日の様子

参加者からの声

日時：令和8年3月13日（金）13:30-17:00

形式：対面のみ

会場：梅田スカイビル イーストタワー36階 スカイルーム１＆２

主催：近畿経済産業局、ドイツ貿易・投資振興機関（GTAI）

登壇者：大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館

 ドイツ貿易・投資振興機関（GTAI）

Hamburg Invest

H2Global Foundation

           川崎重工業株式会社

株式会社堀場製作所

Cellform （登壇順）

日独の水素最前線を知り、

未来につながる関係者と出会える交流イベント
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